
　

日
本
武
道
館
の
高
村
正
彦
会
長
が
挨
拶

を
行
い
、
続
い
て
千
葉
県
教
育
庁
教
育
振

興
部
の
鈴す
ず

木き

智と
も

夫お

体
育
課
主
席
指
導
主
事

兼
学
校
体
育
班
長
が
熊く
ま

谷が
い

俊と
し

人ひ
と

知
事
の
祝

辞
を
代
読
し
た
。
次
に
土つ
ち

屋や
は

元じ
め

勝
浦
市

長
、
松ま
つ

�ざ
き

栄え
い

二じ

同
市
議
会
議
長
、
最
後
に

国
際
武
道
大
学
の
髙た
か

見み

令よ
し

英ひ
で

学
長
が
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
、
来
賓
紹
介
、
祝
電
披

露
と
続
い
た
。

　

第
２
部
と
第
３
部
で
は
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
に
向
か
っ
て
左
（
南
側
）
に
縦
２
・
５
、

横
４
・
５
ⅿ
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
上
映
会
の

た
め
に
設
置
。「
研
修
セ
ン
タ
ー
未
来
に

残
す
改
修
工
事
の
映
像
」「
武
道
学
園
︹
勝

浦
分
園
︺
写
真
と
映
像
で
綴つ
づ

る
五
十
年
」

と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
10
分
程
度
の
映
像

が
流
さ
れ
た
。

　

最
後
に
日
本
武
道
館
の
森も
り

英え
い

介す
け

常
任
理

事
が
閉
式
の
辞
を
述
べ
、
記
念
式
典
は
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

大
道
場
の
ロ
ビ
ー
に
は
武
道
学
園
の
生

徒
41
名
に
よ
る
「
武
道
学
園
創
立
五
十
周

年
に
寄
せ
て
」
の
手
書
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

掲
示
さ
れ
た
。
学
園
関
係
者
を
中
心
と
し

た
出
席
者
は
生
徒
が
書
い
た
思
い
思
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
眺
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
笑
み

を
浮
か
べ
て
い
た
。

　

日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
の
開
設
五

十
周
年
記
念
式
典
と
武
道
学
園
︹
勝
浦
分

園
︺
の
創
立
五
十
周
年
記
念
演
武
会
が
︑

日
本
武
道
館
の
創
立
記
念
日
の
10
月
３

日
︑
同
セ
ン
タ
ー
︵
千
葉
県
勝
浦
市
︶
で

厳
粛
に
行
わ
れ
た
︒

　

記
念
式
典
・
演
武
会
に
は
︑
来
賓
・
関

係
者
115
名
が
出
席
︒
第
１
部
は
式
典
︑
第

２
部
と
第
３
部
は
そ
れ
ぞ
れ
︑
８
月
ま
で

実
施
し
た
研
修
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
と

武
道
学
園
︹
勝
浦
分
園
︺
50
年
の
歴
史
を

振
り
返
る
上
映
会
を
行
っ
た
︒
当
初
は
武

道
学
園
︹
勝
浦
分
園
︺
の
生
徒
に
よ
る
演

武
会
を
式
典
後
に
企
画
し
て
い
た
が
︑
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
上
映
会
に
変
更
し
た
︒

　

研
修
セ
ン
タ
ー
は
︑
昭
和
46
︵
１
９
７

１
︶
年
に
開
設
し
︑
今
年
８
月
４
日
に
50

周
年
の
節
目
を
迎
え
た
︒
今
後
も
武
道
修

行
者
に
研け
ん

鑽さ
ん

の
場
を
提
供
し
な
が
ら
︑
地

域
武
道
の
普
及
・
振
興
に
努
め
て
い
く
︒

◇

　

第
１
部
か
ら
第
３
部
ま
で
千
畳
敷
の
大

道
場
で
行
い
、
神
前
を
正
面
に
長
さ
９
ⅿ

の
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
た
。

　

第
１
部
の
式
典
開
始
の
正
午
前
に
は

続
々
と
来
賓
・
関
係
者
が
集
ま
り
、
日
本

武
道
館
の
臼
井
日
出
男
理
事
長
が
開
式
の

辞
を
述
べ
て
開
始
し
た
。

日本武道館研修センター開設五十周年記念式典
武道学園〔勝浦分園〕創立五十周年記念演武会

武道振興に半世紀、厳粛に式典挙行

改修工事を終えた研修センターの全景 115名が参列した記念式典



　

日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
開
設
五
十
周
年
記
念
式
典
が
執
行
で
き
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
日
本
武
道
館
は
、
そ
の
目
的
の
一
つ
に
地
方

武
道
館
の
設
置
・
運
営
が
あ
り
、
本
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
当
財
団
が
直
営
す
る

地
方
武
道
館
の
第
１
号
と
し
て
こ
の
地
に
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
国
で

武
道
館
建
設
の
機
運
が
高
ま
り
、
令
和
３
年
４
月
ま
で
に
全
47
都
道
府
県
に
武

道
館
が
設
置
さ
れ
、
地
方
の
武
道
振
興
の
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
４
月
に
開
学
し
た
国

際
武
道
大
学
誕
生
の
契
機
と
な
っ
た
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
研
修
セ
ン
タ
ー
が

50
年
の
確
か
な
歩
み
を
成
し
得
た
の
も
、
日
本
武
道
館
の
正
力
松
太
郎
初
代
会

長
な
ど
、
歴
代
役
員
・
職
員
、
そ
し
て
建
設
を
提
唱
し
た
山
口
吉よ
し

暉て
る

元
勝
浦
市

長
を
は
じ
め
、
関
係
諸
氏
の
ご
尽
力
の
賜た
ま

物も
の

で
あ
り
、
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
武
道
振
興
事
業
の

推
進
と
良
質
な
合
宿
環
境
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

土屋　元
勝浦市長

　

研
修
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
46
年
の
開
設
以
来
、
日
本
武

道
館
が
目
的
と
す
る
地
方
武
道
の
普
及
・
振
興
に
尽
力

さ
れ
、
改
め
て
日
々
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
承
知
の
通
り
、
国
際
武
道
大
学
は
日
本

武
道
館
が
中
心
と
な
っ
て
、
建
学
さ
れ
た
大
学
で
あ
り

ま
す
。
開
学
し
た
の
は
昭
和
59
年
で
す
の
で
、
も
し
そ

の
時
研
修
セ
ン
タ
ー
が
な
か
っ
た
ら
、
国
際
武
道
大
学

は
こ
の
地
に
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年
に
国
際
武
道
大
学

に
隣
接
し
て
日
本
武
道
館
武
道
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が

開
所
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
武
道
の
普
及
・
振
興
、

教
育
、
研
究
を
行
う
施
設
が
整
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ

ー
は
そ
の
後
、
平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
年
に
国
際
武

髙見令英
国際武道大学学長

高村正彦
日本武道館会長

　

日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
武
道
館
の
地

方
武
道
館
と
し
て
正
力
松
太
郎
氏
の
提
唱
に
よ
り
昭
和

43
（
１
９
６
８
）
年
に
計
画
さ
れ
、
山
口
吉
暉
市
長
な

ど
の
市
内
誘
致
運
動
に
よ
り
、
昭
和
46
年
８
月
に
完
成

い
た
し
ま
し
た
。
50
年
の
歴
史
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
関

係
者
の
皆
様
方
の
ご
苦
労
と
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表

し
、
勝
浦
市
民
を
代
表
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

貴
研
修
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
歴
史
の
な
か
、
勝
浦
市
を

中
心
に
周
辺
地
域
や
千
葉
県
の
武
道
振
興
の
拠
点
と
し

て
武
道
学
園
や
錬
成
大
会
を
行
い
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
学
び
、
か
け
が
え
の
な
い
友
を
獲
得
し
、
全
国
の

児
童
・
生
徒
と
の
交
流
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま

臼井日出男
日本武道館理事長

森　英介
日本武道館常任理事

国歌斉唱

た
、
国
際
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
訪
れ
た
海
外
の

方
々
が
武
道
精
神
の
み
な
ら
ず
、
勝
浦
市
を
訪
れ
る
こ

と
で
多
く
の
文
化
交
流
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
は

研
修
セ
ン
タ
ー
の
50
年
を
記
念
し
ま
し
て
、
武
道
の
メ

ッ
カ
・
勝
浦
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
10
月
１
日
よ
り
、

職
員
が
率
先
し
て
挨
拶
と
礼
の
大
切
さ
を
実
践
し
、
市

内
全
域
に
広
げ
る
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
先
人
が
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
を
勝

浦
市
に
誘
致
し
た
熱
い
思
い
を
受
け
継
い
で
本
市
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
武
道
を
通
し
た
全
国
の
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
の
研
修
の
場
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。
地
方
武
道
振
興
の
拠
点
と
し

て
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

道
大
学
に
移
管
い
た
だ
き
ま
し
て
、
現
在
は
日
本
武
道

館
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
武
道
ス
ポ
ー
ツ
科

学
研
究
所
と
し
て
武
道
領
域
だ
け
で
な
く
、
大
学
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
を
行
え
る
施
設
と
し
て
運
営

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
セ
ン
タ
ー
の
武
道
学
園
で
は
、
大
学
の

教
職
員
が
指
導
者
と
し
て
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
幼
い
頃
か
ら
武
道
に
親
し
む
こ
と
が
我
が
国

の
武
道
の
普
及
・
振
興
に
繋つ
な

が
る
こ
と
に
異
論
を
持
ち

ま
せ
ん
。
我
が
国
の
武
道
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
発
達
を
支
え
る
た
め
に
も
日
本
武
道
館
研
修

セ
ン
タ
ー
が
ま
す
ま
す
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
か
れ

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

来賓祝辞 主催者挨拶

開式の辞閉式の辞



　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
各
道
の
中
央
団
体
代
表
者
に
、
日
本
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー
が

開
設
50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

◎
三
池
真
幸
全
日
本
弓
道
連
盟
事
務
局
次
長

「
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
開
設
50
周

年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

50
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
通

信
設
備
や
空
調
設
備
の
設
置
な
ど
、
施
設

の
さ
ら
な
る
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
利

便
性
が
向
上
し
、
こ
れ
か
ら
の
研
修
が
さ

ら
に
素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
各
道
の
修
練
の
場
と
し
て
研
修

セ
ン
タ
ー
が
活
用
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
貴
財
団
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
」

◎
南
和
文
日
本
相
撲
連
盟
会
長

「
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
で
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
そ
の
間
に
武

道
指
導
者
の
育
成
と
い
う
点
で
大
変
貢
献

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

施
設
が
重
要
で
あ
る
と
改
め
て
認
識
し
て

お
り
ま
す
」

◎
吉
井
美
惠
子
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
専
務
理
事

「
50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
研

修
セ
ン
タ
ー
は
私
が
若
い
頃
か
ら
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
日
本
武
道

館
は
指
導
者
研
修
を
は
じ
め
、
学
生
や
教

員
の
た
め
の
研
修
会
な
ど
、
永
年
に
わ
た

っ
て
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
、
多
く
の

指
導
者
が
こ
こ
か
ら
育
っ
た
よ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
研

修
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

次
世
代
の
指
導
者
を
育
て
て
武
道
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
で
す
」

◎
鈴
木
健
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
副
会
長

「
毎
年
、
５
月
の
銃
剣
道
・
短
剣
道
青
少

年
指
導
者
講
習
会
、
11
月
の
全
国
銃
剣
道

指
導
者
研
修
会
、
そ
し
て
１
月
の
Ａ
級
審

判
員
審
査
会
と
銃
剣
道
・
短
剣
道
八
段
審

査
会
を
研
修
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
お

り
、
い
ず
れ
も
地
域
で
中
心
と
な
る
指
導

者
や
競
技
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ま

た
、
研
鑽
の
場
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
50
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
で
も
こ
の
よ
う
に
盛

大
に
式
典
を
開
催
で
き
る
こ
と
は
意
義
あ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
」

　

貴
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
46
年
に
本
県
勝
浦

市
に
開
設
さ
れ
て
以
来
、
武
道
を
通
し
、

千
葉
県
下
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に
大
き

な
業
績
を
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

間
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
献
身
的
な
ご

努
力
を
さ
れ
、
今
日
の
隆
盛
を
築
か
れ
ま

し
た
関
係
各
位
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。
貴
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
平
成
24

年
度
か
ら
の
中
学
校
武
道
必
修
化
な
ど
、

学
校
教
育
に
お
い
て
も
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
武
道
の
普
及

と
振
興
を
通
じ
た
本
県
の
魅
力
あ
る
社
会

づ
く
り
に
向
け
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�
（
※
熊
谷
俊
人
知
事
祝
辞
代
読
）

　

本
市
に
お
け
る
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
国

際
武
道
大
学
と
と
も
に
、
武
道
を
通
じ
た

交
流
の
拠
点
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育

成
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
推
進
さ
れ
、

地
域
の
活
性
化
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
あ
り
ま
す
。
急
激
な
少
子
化
、
人
口

減
に
悩
む
本
市
で
あ
り
ま
す
が
、
市
議
会

と
し
て
も
貴
重
な
施
設
で
あ
る
研
修
セ
ン

タ
ー
を
支
え
、
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ

て
、
魅
力
あ
る
勝
浦
市
の
創
出
に
尽
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

松﨑栄二
勝浦市議会議長

鈴木智夫 千葉県教育庁教育振興部
体育課主席指導主事兼学校体育班長

三池真幸
全日本弓道連盟事務局次長

南　和文
日本相撲連盟会長

吉井美惠子
全日本なぎなた連盟専務理事

第２・３部では、スクリーンで上映会が行われた映像を観賞する来賓者たち

挨拶を交わす髙見学長（右）と　　
金澤威武道学園講師（左・合気道）武道学園生徒のメッセージを見つめる来賓者

祝賀会に代えて持ち帰り用の会席膳を用意した出席者に贈られた記念品の文箱

鈴木　健
全日本銃剣道連盟副会長

来賓祝辞

お祝いの辞



日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
50
年
の
歩
み

昭
和
42
年

（
１
９
６
７
）
４
月

山
口
吉
暉
勝
浦
市
長
が
日
本
武
道
館
勝
浦
分
館
の
誘
致
活
動
を
開
始

昭
和
43
年

（
１
９
６
８
）
５
月
30
日

地
鎮
祭
を
挙
行
。
敷
地
造
成
に
着
手
、
８
月
２
日
に
２
万
１
４
５
０

㎡
の
整
地
が
完
了

昭
和
44
年

（
１
９
６
９
）
７
月

勝
浦
市
か
ら
「
日
本
武
道
館
勝
浦
分
館
誘
致
に
関
す
る
陳
述
書
」
を

受
理

昭
和
45
年

３
月

勝
浦
市
に
地
方
分
館
第
１
号
と
し
て
建
設
が
決
定

（
１
９
７
０
）
４
月
１
日

勝
浦
市
と
土
地
貸
借
契
約
書
（
無
償
貸
与
）
を
締
結

６
月
16
日

関
係
者
約
150
名
が
出
席
し
、
起
工
式
を
挙
行

昭
和
46
年

（
１
９
７
１
）
８
月
４
日

竣
工
式
を
挙
行
。
赤
城
宗
徳
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
武
道
館
役

員
、
文
部
大
臣
、
中
央
・
地
元
の
政
財
界
、
官
庁
、
武
道
界
か
ら
約

300
名
が
出
席
。
修
祓
式
、
落
成
式
に
続
き
、
武
道
始
め
の
儀
、
記
念

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛
大
に
開
催

８
月
６
日

～
９
日

利
用
第
１
号
と
し
て
文
部
省
、
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
主
催
の
昭
和

46
年
度
全
国
な
ぎ
な
た
指
導
者
講
習
会
を
実
施

８
月
17
日

～
28
日

初
の
財
団
主
催
武
道
行
事
と
し
て
第
６
回
全
国
高
校
武
道
合
宿
錬
成

大
会
（
柔
道
・
剣
道
）
を
200
余
名
の
参
加
を
得
て
開
催

８
月
25
日

旅
館
業
経
営
許
可
を
取
得

12
月
25
日

～
30
日

第
１
回
青
少
年
武
道
錬
成
大
会
（
現
・
千
葉
県
少
年
少
女
武
道
錬
成

大
会
）
を
開
催
。
小
・
中
・
高
校
生
約
１
５
０
０
名
が
参
加

昭
和
48
年

（
１
９
７
３
）
10
月
３
日

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
千
葉
国
体
ご
視
察
の
折
に
勝
浦
市
を
訪
問
。

研
修
セ
ン
タ
ー
で
ご
休
憩

昭
和
52
年

（
１
９
７
７
）
12
月
３
日

研
修
室
が
完
成

昭
和
55
年

（
１
９
８
０
）
４
月
25
日

７
人
立
ち
の
弓
道
場
が
完
成

昭
和
61
年

（
１
９
８
５
）
１
～
２
月

大
道
場
床
全
面
を
張
り
替
え

昭
和
63
年

（
１
９
８
７
）
７
～
８
月

新
規
主
催
武
道
振
興
事
業
と
し
て
千
葉
県
高
等
学
校
柔
道
・
剣
道
・

空
手
道
（
宿
泊
）
錬
成
大
会
を
開
催

平
成
３
年

（
１
９
９
１
）
10
月

開
館
20
周
年
を
記
念
し
関
係
者
に
記
念
品
を
贈
呈

平
成
４
年

（
１
９
９
２
）
４
月

施
設
設
備
利
用
規
程
を
制
定

平
成
７
年

（
１
９
９
５
）
３
月

４
階
男
女
浴
室
を
研
修
室
に
改
修

平
成
11
年

（
１
９
９
９
）
２
月
26
日

相
撲
道
場
が
完
成

平
成
13
年

11
月
４
日

開
館
30
周
年
「
記
念
式
典
」
を
挙
行

（
２
０
０
１
）
12
月
15
日

宿
泊
棟
耐
震
補
強
工
事
が
完
了
。
併
せ
て
、
ロ
ビ
ー
・
食
堂
を
拡
張

平
成
21
年

（
２
０
０
９
）
３
月
６
日

弓
道
場
を
９
人
立
ち
に
改
築

平
成
23
年

（
２
０
１
１
）
７
月
４
日

開
設
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
勝
浦
市
内
小
学
校
５
・
６
年
生
を
対

象
に
「
武
道
体
験
教
室
」
を
開
催

10
月
８
日

開
設
40
周
年
記
念
「
武
道
演
武
会
、
式
典
・
祝
賀
会
」
を
挙
行
。
併

せ
て
、「
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
四
十
年
史
」
を
刊
行

平
成
24
年

（
２
０
１
２
）
11
月

勝
浦
市
と
「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
施
設
使
用
等
の
協
力
に
関
す
る

協
定
書
」
を
締
結

平
成
25
年

（
２
０
１
３
）
９
月

公
益
財
団
法
人
移
行
に
伴
い
、
宿
泊
棟
入
り
口
看
板
を
新
調

平
成
27
年

（
２
０
１
５
）
12
月

大
道
場
ロ
ビ
ー
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更
新

平
成
28
年

２
月

大
道
場
床
増
し
張
り
工
事
・
弓
道
場
床
研
磨
塗
装
工
事
実
施

（
２
０
１
６
）
５
月

宿
泊
棟
ロ
ビ
ー
・
大
道
場
・
研
修
室
に
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
置

平
成
29
年

３
月

宿
泊
棟
外
壁
面
防
水
塗
装
、
西
側
窓
枠
サ
ッ
シ
改
修
工
事
完
了

（
２
０
１
７
）
６
～
７
月

大
道
場
・
食
堂
・
研
修
室
・
廊
下
お
よ
び
ト
イ
レ
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

更
新

12
月

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

平
成
30
年

３
月

宿
泊
棟
屋
上
防
水
改
善
工
事
完
了

（
２
０
１
８
）
３
月
28
日

宿
泊
者
数
100
万
人
達
成
。
開
成
学
園
剣
道
部
に
記
念
品
を
贈
呈

平
成
31
年

（
２
０
１
９
）
１
～
３
月

弓
道
場
射
場
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
輻
射
空
調
シ
ス
テ
ム
を
新
設

令
和
２
年

（
２
０
２
０
）
５
月

大
道
場
お
よ
び
道
場
ロ
ビ
ー
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
輻
射
空
調
シ
ス
テ

ム
を
新
設
。
大
道
場
耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事
完
了

６
月

客
室
通
路
に
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
置
、
客
室
で
利
用
可
能
。
テ
レ

ビ
・
エ
ア
コ
ン
を
無
料
化

７
月

客
室
通
路
に
空
調
を
新
設
。
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
策
定

10
月
１
日

宿
泊
・
施
設
設
備
利
用
規
程
を
全
面
的
に
見
直
し
、
宿
泊
料
金
を
26

年
ぶ
り
に
改
定

12
月

館
内
案
内
掲
示
板
を
刷
新

令
和
３
年

３
月

浄
化
槽
更
新
、
大
道
場
大
屋
根
お
よ
び
外
壁
改
修
工
事
完
了

（
２
０
２
１
）
８
月

弓
道
場
・
相
撲
道
場
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更
新
。
全
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
完
了

10
月
３
日

開
設
50
周
年
「
記
念
式
典
」
を
挙
行

研修センター竣工式・落成式（昭和 46年）

日本武道館研修センター竣工（昭和 46年）

昭和天皇・香淳皇后が研修センターにお立ち寄り（昭和 48年）

開設 40周年記念事業「武道体験教室」（平成 23年）開設 40周年記念「武道演武会」（平成 23年）

相撲道場の竣工式（平成 11年）宿泊者数が 100万人達成（平成 30年） 第 1回青少年武道錬成大会（昭和 46年）開館 30周年「記念式典」（平成 13年）




